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1・a日酌量E圏直盟 ープh'，t-ttぞれの 凹 !
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【申し込みJ.月"日までに告良市ア yヲウ 4ズピ プ

ル実行委民会事締局{市役所関際交M配布I引へ
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オリジナルミョージ山肌て自問問じみのミュージカル同制

より雪ぐり 新た忽個展ヲ 1 新情.でb届11lA'~. スピ ド唇盆れるタノスy

ーン突いメロディ悠とみどこる洞恥叉テージを時凶くださし、ー

「ソング邑ダンスJ劇団四季

ところーなら'00年会館大ホ ル 砂入坦輔 ，.唱。《則'1.AIt:6.J()')門 '"  

ι句.円 C*3.1鈎内(令町術兎0 ・入.. 同館チケヲトぴ^'曾 "， 

6363-99991， cーソ汁， γ 1- (ttOト 6387-19(0) 酬

闘季予約七〆ター(・012()-iS9-4“ )で811611から発俺.<なら

剛写会館 の闘刊118/1i日午前9時から.
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ル 惨入場絹 s刷 湘 門ン

-~ズ廠1.100 門(金町術定)
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ー史跡変化.~タ← 商続...酔 1-'r .~ト向 (tr 0 6 

6353-9999) ロゾ
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1 9 0 0)で8月4日から発売.
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5凶午前9時から.
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l且互♀lE.品庄量亘盛主
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色陛息J芯ど次々とヒット幽を出してい..  

ポップパラードシンガーとしで，耳目抽出窓珊

糊といった妻l亡さすらうほ相セニチメン州ご酸い..tt1"l".

市
交
遡
対
策
惚
陵
会

ととる…なら""写会館大工作ール

.入胴 川畑一羽

仁醐 円(金席指日) ・λ・券 閥衝

ならまちをント悼文化センター

チ"トぴあ (ftO6-6 3 6 3← 9 

9 9 9) ロ ゾふノチ今ソ砂 (ft0 o 
-5387-1900)は 8I! 6悶

商.北僚出額所'"月 7臼ゆら鎗

兜.なら '00年金飴の電話予約は8月
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帥叩へ闘い合同〈引い

.. ・組 一中島少リ ユヲ少，..ん横.
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